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●20世紀も残り6カ月となりました．ネットワーク  

時代を迎え，従来とまったく異なる新しいビジネスモ  

デルが数多く誕生しています．世の中では，耳を疑う  

ような暗いニュースも流れています．人にやさしい輝  

ける21世紀の幕開けを期待しています．  

●今回の特集は，「スケジューリングの革新的アルゴ  

リズムーラグランジュ分解・調整法」です．スケジュ  

ーリング自身は，苦から様々な手法で検討されていま  

す．最近よく聞かれるSCM（サプライチェーンマネ  

ージメント）の1要素としてますます重要性が増して  

きています。ラグランジュ分解・調整法も苦からある  

手法です．スケジューリング問題の中の動的問題（デ  

ータの一部が作成時に未知であったり，変更される問  

題）に適用すると有効であることが示されています．  

実際の問題では，この種の問題は多いです．途中でオ  

ーダの追加や変更があるような問題への通用を検討し  

て見るとおもしろいと思いました．従来からあるOR  

手法の現在問題となっている部分への適用検討も必要  

と思いました．今後もスケジューリングの新たなアル  

ゴリズムの出現に期待したいと思います．  

●最近ASP（アプリケーションサービスプロバイダ）  

がさかんです．スケジューリングのように変化の激し  

い分野では，ユーザにとってASPの利用は有効です．  

入力条件さえ与えれば，その時点で最適な手法でスケ  

ジューリング作成を行ってくれるサービスが考えられ  

ます。今後ますますサービスメニューが充実してくる  

でしょう．  

●それにしても，OR手法の適用範囲の広さには，驚  

かされます．今後，どんな特集が組まれるかご期待く  

ださい．  （原 裕淳）  
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